
報道機関 各位                

第１１回さいたま市新型コロナウイルス危機対策本部員会議を開催しました。 

 １ 日  時 令和２年４月１３日（月） ９時３０分から 

 ２ 場  所 さいたま市役所消防庁舎３階 危機管理センター 

災害対策室（本部員会議室） 

 ３ 出 席 者 市長、副市長、各局長等 

 ４ 会議概要  

（１）埼玉県における緊急事態措置の追加実施について 

（２）その他 

 ５ 資  料 別紙をご覧ください。 

記者発表資料

令和２年４月１３日（月）

問い合わせ先：危機管理課

課長：河野

担当：菊地

電話：８２９－１１２５

内線：２３８１



第１１回新型コロナウイルス危機対策本部員会議 

次 第 

日時 令和２年４月１３日（月） 

９時３０分から 

場所 消防庁舎３階 危機管理センター 

災害対策室（本部員会議室） 

１ 開 会 

２ 議 題  

（１）埼玉県における緊急事態措置の追加実施について 

（２）その他 

３ 本部長指示 

４ 閉 会 

配布資料 

１ 次第 

２ 資料１ 埼玉県における緊急事態措置の追加実施について 



埼玉県における緊急事態措置の追加実施について 

令和２年４月１０日 

本県における昨日の新たな陽性患者は３５人となり、これまでの傾向を見ると今

週末には４０人を超える恐れがあります。本日、東京都の緊急事態措置の内容が発

表になり、都が休業要請を行う施設の内容が明らかになりました。本県はこれまで

首都圏一体となって新型コロナウイルス蔓延防止策を講じることとしてまいりまし

た。 

そこで、本県として、４月７日（火）に発出した緊急事態措置（第１弾）に引き

続き、新型インフルエンザ等対策特別措置法第２４条第９項に基づき、令和２年４

月１３日（月）から５月６日（水）までを期限として、埼玉県全域に対して以下の

とおり緊急事態措置（第２弾）を実施します。なお、本措置は１３日午前零時より

実施としますが、準備が必要な事業者等におかれては可及的速やかに協力いただけ

るようお願いいたします。 

１．下記の施設を管理する事業者又は当該施設を使用するイベント主催者の皆様に

対し、施設の使用停止もしくはイベントの開催停止の協力を要請します。 

（１）第１号 学校（第３号に掲げるものを除く。） 

（２）第３号 大学、専修学校、各種学校その他これらに類する教育施設 

  （1000 ㎡超に限る。） 

（３）第４号 劇場、観覧場、映画館又は演芸場 

（４）第５号 集会場又は公会堂 

（５）第６号 展示場 

（６）第８号 ホテル又は旅館（1000 ㎡超、集会の用に供する部分に限る。） 

（７）第９号 体育館、水泳場、ボーリング場その他これらに類する運動施設又は 

遊技場 

（８）第 10 号 博物館、美術館又は図書館（1000 ㎡超に限る。） 

（９）第 11 号 キャバレー、ナイトクラブ、ダンスホールその他遊興施設 

（10）第 13 号 自動車教習所、学習塾その他学習支援業を営む施設 

 （1000 ㎡超に限る。） 

２.下記の施設を管理する事業者の皆様に対し、適切な感染症防止対策を講じた上

で事業の継続を要請します。ただし、保育所及び放課後児童クラブについては規

模を縮小しつつ、必要な保育等を確保するようお願いします。 

（１）第２号 保育所、介護老人保健施設その他これらに類する通所又は短期間の

入所により利用される福祉サービス又は保健医療サービスを提供する施設（通

所又は短期間の入所の用に供する部分に限る。）  

※ 各号は新型インフルエンザ等対策特別措置法施行令第 11 条の号数を表す。

資料１ 



本部長指示事項 

１ 本市は、県が行う追加を含めた緊急事態措置について

協力していく。 

２ 現在は、市民の生命を守るための重大な局面であり、

引き続き強い危機感と、高い緊張感をもって、先の展

開を予想しながら、全庁一丸となって取り組むこと。 

３ 職員は、人と人との接触を避ける行動が感染拡大防止

に重要であることから、働き方を含めた行動全般を、

公私にわたり、今一度見直すこと。特に仕事にあたっ

ては、在宅勤務、時差出勤及び柔軟な週休日の割り振

り変更等の制度を活用すること。 


